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出版された。アルマンド、クーラント、サラバンド、ジーグという

舞曲を基本としつつ、カプリッチョ、スケルツォ、パスピエなども

挿入された自由度の高い組曲だ。同時期には《マタイ受難曲》や

《マニフィカト》をはじめ、多くの教会カンタータを作曲するなど、

バッハの充実した創作期に書かれた傑作集だが、録音こそ

多いものの、ライヴで取り上げられる機会は決して多くない。

今回は6曲すべてを、一夜で、チェンバロで、トッパンホールで、

そして鈴木優人のイマジネーション豊かな演奏で堪能できる

という、最高の条件が揃った貴重な公演といえるだろう。

　「シリーズを通して、なぜチェンバロを弾くのか、なぜバッハを

弾くのか、その意味を見つけることができたらいいなと思う」と

語っていた鈴木。《平均律》第1巻を経て見えた“新たな地平”

の先で、バッハの楽譜から何を読み取り、私たちに何を伝えて

くれるのか。閃きとイマジネーションに彩られた《パルティータ》

に乞うご期待！

　指揮者、鍵盤楽器奏者としてのみならず、音楽祭のプロデュー

サー、さらには作曲家として、国内外のクラシック音楽シーンを

縦横無尽に駆け巡る鈴木優人。本シリーズは、コロナ禍にも

かかわらず益々多忙を極める鈴木に、彼の原点ともいえる

J.S.バッハにシリーズで集中的に取り組まないかと提案し、

まずは3年で3回の開催を目標にスタートした。

　第1回（2021年11月）は、バッハがケーテン時代に書いた《平均律

クラヴィーア曲集》第1巻。シリーズの幕開けに相応しい、名曲に

して高難度の、まさに真っ向勝負の選曲だった。美しく装飾が

施されたチェンバロを前に、鈴木の指先から立体的に紡がれる

24のプレリュードとフーガ。長引くコロナ禍で荒んだ私たちの心

を整えると同時に、活力を与えてくれたことは記憶に新しい。

　第2回の今回は、《平均律》第1巻より後の、バッハがライプツィヒで

カントルとして活躍していた時代に書いた《パルティータ》全6曲。

1726年～30年の間に順次出版され、1731年に全6曲がまとめて


